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プレナリーセッション（合同部会）

開催のご案内

『グリーンインフラ官民連携プラット
フォーム』は、 2020年3月19日に
発足し、８ヶ月を経過しようしていま
す。

このプラットフォームには、多様な主
体のご参加を受け、会員数８００者を
超えるプラットフォームとなりました。

今回のプレナリーセッション（合同部
会）は、こうした会員の皆さまが様々
な形で参画いただくセッションとして
開催いたします。

2020年１２月１７日（木）

第１部 9:30～ （一般公開）

第２部 13:00～ （会員限定）

懇親会（名刺交換会） 18:00～ （会員限定･要登録）

【問い合わせ先】

グリーンインフラ官民連携プラットフォーム事務局 （運営委託会社） 株式会社 創 建

E-Mail ： green-infra@soken.co.jp      TEL ： 03-6809-1781

開催日時



【第１部】グリーンインフラ官民連携プラットフォーム2020公開セミナー

■ あいさつ

市川 篤志 国土交通省 総合政策局 審議官

開 会 9:30～

［ 9:30～］

二つのグリーン ～イノベーションとインフラ～

石田 東生 筑波大学名誉教授

グリーンインフラ官民連携プラットフォーム 運営委員会 委員長

新しい時代の里山スタジアム ～今治からグリーンインフラの挑戦～

岡田 武史

株式会社今治．夢スポーツ 代表取締役会長

講 演 9:40～

グリーンインフラの観点から流域治水を考える

瀧 健太郎 滋賀県立大学 環境科学部 准教授

森ビルの都市づくりにおけるグリーンインフラ

中右 麻衣子 森ビル株式会社 設計部

設計監理部 監理２グループ 外構担当

グリーンインフラを活かしたまちづくり

鈴木 亮平 ＮＰＯ法人 urban design partners balloon 代表

飛騨の森再生プロジェクトと環境学習

竹島 大祐 国土交通省 中部地方整備局

高山国道事務所 事務所長

防災・減災にむけたグリーンインフラの活用

竹本 祥子 世界銀行 東京防災ハブ 防災専門官

Brenden Jongman 世界銀行 アフリカ地域 防災専門官

トピックス 10:45～（各15分）トピックス 10:45～（各15分）

一般公開セミナーです。どなたでも視聴することができます。

右の二次元バーコード等からアクセスしてください。

https://youtu.be/hzTSVHDjs64

大阪府立天王寺高等学校、早稲田大学でサッカー部に所属。同大学卒業後、古河電気工業に入社しサッカー日本代表に選出。引退後は、
クラブサッカーチームコーチを務め、1997年に日本代表監督となり史上初のＷ杯本選出場を実現。その後、Ｊリーグでのチーム監督を経
て、2007年から再び日本代表監督を務め、10年のＷ杯南アフリカ大会でチームをベスト16に導く。中国サッカー・スーパーリーグ、杭州
緑城の監督を経て、2014年11月四国リーグＦＣ今治のオーナーに就任。
現在は、「株式会社今治．夢スポーツ」代表取締役会長、日本エンタープライズ社外取締役、株式会社山愛キャリアサポート事業アドバ
イザー、デロイトトーマツ合同会社特任上級顧問を務める。

京都大学大学院修了後、民間企業を経て滋賀県庁勤務ののち現職。河川・流域政策の実務を長年にわ
たって担当。現在は、持続可能な流域社会の実現に向けた政策や計画に関する研究を進めている。

京都大学大学院農学研究科森林科学専攻環境デザイン学研究室修了。2010年森ビル入社。
商業施設事業部、森記念財団都市整備研究所を経て現部署。再開発における外構計画に携わる。

2011年東京大学大学院工学系研究科都市工学専攻修士課程修了。2010年大学院生でballoonを設立し、
2012年にNPO法人化。“たなカー＆ぷらっと”というアイデアを基に、全国で住民・行政のパートナー
としてまちづくり活動を展開している。

高山国道事務所では、 中部縦貫自動車道高山清見道路の整備に併せ、高山西インターチェンジ内にビ
オトープを整備。飛騨高山高校環境科学科による実習を通じた維持管理、環境学習へ活用している。

マサチューセッツ工科大学大学院で都市計画修士取得後、国連開発計画（UNDP）ガーナ、アジア太平
洋地域事務所（フィジー）でアフリカ、島嶼国の気候変動適応策に取り組む。2017年より現職。

Vrije Universiteit Amsterdamで洪水・気候変動適応策博士・地球科学と経済学修士、ロンドンビジ
ネススクールで経営学の理学士を取得。世界銀行では米国ワシントンDC本部にて防災グローバル・ファシ
リティのイノベーションラボにてリスクアセスメントに携わったのち、現在はマプト事務所にてアフリカ
の都市レジリエンスプロジェクトに携わっている。

1974年東京大学土木工学科卒業。1989年筑波大学社会工学系助教授、1996年筑波大学社会工学系
教授などを経て現職に至る。
社会活動として、国土交通省社会資本整備審議会道路分科会長、国土交通省社会資本整備審議会
環境部会長、国土審議会委員、グリーンイノベーション戦略推進会議委員、一般財団法人「日本
みち研究所」理事長などを務める。



【第２部】 グリーンインフラ官民連携プラットフォーム会員限定 合同部会

［ 13:00～］

部会の取組（グリーンインフラ大賞募集、アドバイザー制度、
オンラインセミナー）

今後の企画・広報部会の取組

生活空間 × グリーンインフラ を考える！

企画・広報部会 13:00～14:20（80分）企画・広報部会 13:00～14:20（80分）

各部会は、それぞれ下記のタイムスケジュールで開催いたします。

グリーンインフラ官民連携プラットフォーム会員の方のみ視聴、
参加できます。

右の二次元バーコード等からアクセスし、会員登録、部会登録
を行ってください。

https://gi-platform.com/register

20分

30分

15分

15分

80
分

部会の取組内容の紹介

部会員の意見紹介、会員からの質問・要望等への回答

ゲストトピックス等をふまえ、部会長、幹事・ゲストで部会に求
められる役割や今後の取り組みなどについてディスカッション

ZOOM［Ｑ＆Ａ］へ部会員から寄せられた問いへの回答、意見交換

企画・広報部会の取組

Speaker

[部会長]

西田 貴明 京都産業大学 生命科学部 准教授

[幹 事]

太田 景子 気象予報士

塚本 文 国土交通省 都市局 都市政策課 課長補佐

[ゲスト]

鈴木 亮平 ＮＰＯ法人 urban design partners balloon 代表

民間シンクタンクにて、生物多様性政策に関わる調査研究に従事した後、現職。
グリーンインフラに関する調査研究や検討にも数多く参画

※ １２月７日（月）１７時までに登録された方へ、事務局より部会参加希望登録ＵＲＬを１２月７日に送信いたします。

※ 各部会ともに定員数は５００名です。

※ なお、１２月１４日（月）１７時時点で定員に余裕のある場合は、12/7～12/14までに登録された会員を対象に事務局よ
り部会参加希望登録ＵＲＬを１２月１４日に送信いたします。



まとめ 松家 新治 国土交通省 総合政策局 環境政策課長 17:25～17:30まとめ 松家 新治 国土交通省 総合政策局 環境政策課長 17:25～17:30

部会の取組（計画・要素・評価技術の収集）

今後の技術部会の展開（要素技術集の作成、技術ガイドライン）

防災・減災（流域治水） × グリーンインフラ を考える！

技術部会 16:00～17:20（80分）技術部会 16:00～17:20（80分）

技術部会の取組

Speaker

[部会長]

中村 圭吾 国立研究開発法人土木研究所 水環境研究グループ 上席研究員
自然共生研究センター センター長

[幹 事]

瀧 健太郎 滋賀県立大学 環境科学部 准教授

齋藤 正徳 国土交通省 水管理･国土保全局 河川計画課 課長補佐

石川 真義 国土交通省 総合政策局 環境政策課 課長補佐

（グリーンインフラ官民連携プラットフォーム事務局）

[ゲスト]

山口 美知子 公益財団法人東近江三方よし基金 常務理事

部会の取組（金融手法等の整理）

今後の金融部会の展開（投資家と事業者をつなげるグリーンボンド）

都市空間 × グリーンインフラ を考える！

金融部会 14:30～15:50（80分）金融部会 14:30～15:50（80分）

金融部会の取組

Speaker

[部会長]

北栄 階一 株式会社日本政策投資銀行 地域企画部 課長

[幹 事]

今井 亮介 環境省 大臣官房 環境経済課 環境金融推進室 室長補佐

一言 太郎 国土交通省 都市局 都市計画課 課長補佐

多田 佐和子 国土交通省 総合政策局 環境政策課 課長補佐

[ゲスト]

川村 良彦 森ビル株式会社 財務部 課長

黒岩 真悟 長野県 総務部財政課 資金係

国内企業等のグリーンボンド等発行実績
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出典：グリーンボンド発行促進プラットフォームＨＰをもとに
総合政策局環境政策課作成

専門の河川環境を中心に、行政と研究の両方の経験を活かしながら、幅広
く研究と実践に取り組んでいる。多自然川づくり、かわまちづくり、ミズ
ベリングなどグリーンインフラに関わる取り組みも多数

都市開発部、関西支店都市開発課などを経て、現職。グリーンインフラとインパクト投資を通じた
持続可能な地域創生に取り組む



【第３部】 グリーンインフラ官民連携プラットフォーム ＷＥＢ懇親会(名刺交換会)

［ 18:00～ ］ 会員間の交流促進を目的としたＷＥＢ懇親会です。グリーンインフラに関連する
人脈の拡大、グリーインフラへの熱い思いを語り合ってください。

ＷＥＢ懇親会は、①名刺交換会、②テーマ別懇親会、③フリー懇親会の３部構成
で実施いたします。

懇親会のしくみ

懇親会の流れ

参加方法

※テーマ別懇親会のテーマは、アンケート調査を結果を踏まえて設定します。アンケートへのご協力を！

＜予定テーマ＞
・ＧＩとは ・プランニング ・雨水浸透
・ＧＩと生態系 ・ＧＩを地域活性化に ・ＧＩの効果とは など

5～６名程度が入室できるＲＯＯＭ
で行う名刺交換会です。

プラットフォームには、様々な領域
の方の会員がお見えです。この機
会に、是非、人脈拡大を！

ｚｏｏｍを用いて開催いたします。

ｚｏｏｍ（ver5.4.3以上）が利用できる環境をご自身で整えていただけますようお願いいたします。

懇親会の全体所要時間は、９０分程度を予定しておりますが、６０分後のフリー懇親会は、参加自
由です。

フリー懇親会
19:00～19：30頃

テーマ別懇親会
18:30～19：00

名刺交換会（ice breaking）
18:00～18：30（10分×3回）

参加人数に応じ、5～6名程度が
入室できるＲＯＯＭを用意します。

事務局から送信する『名刺交換
会入室ＲＯＯＭナンバー』の順に、
ＲＯＯＭに入室ください。

各ルームで、自己紹介などを行っ
てください。

ROOMは、10分単位で移動して
頂きます。

所定のテーマで会員間の親交を深
めて頂く懇親会です。

各ルームでテーマを踏まえつつ、自
由に、熱く、意見交換を！

ルームへの入退室は自由です。気
になるテーマのルームへどうぞ！

テーマを設定した複数のＲＯＯＭを用意します。

関心のあるルームへ、ご自由に入室してください。

各ルームには、進行役が入室しています。進行役による会
の進行にご協力ください。

19:00以降は、フリートークＲＯＯＭとして継続して運用し
ます。

語り足りない、もっ
と話したい方のた
めに．．．

テーマ別懇親会の
ROOMを継続して
運用します。

時間までご自由に！

プレナリーセッションのご案内と、合同部会及びＷＥＢ懇親会（名刺交換会）への参加申し込み案
内を、１２月７日、会員の皆さまにE-mailにて送信いたします。

ＷＥＢ懇親会にご参加希望の方は、E-mailに記載の『ＷＥＢ懇親会登録フォーム（Google form）』
より、申込手続きを行ってください。申込の締切は１２月１４日の正午です。
申込内容の確認後、参加用ｚｏｏｍＵＲＬを１２月１５日に発行する予定です。

『ＷＥＢ懇親会登録フォーム（Google form）』が利用できない方は、事務局E-Mailまでご連絡くだ
さい。 E-Mail green-infra@soken.co.jp

※ 名刺交換会とテーマ別懇親会へ入室するｚｏｏｍアドレスは異なりますのでご注意下さい。
ご参加登録された方へは、それぞれのｚｏｏｍアドレスを送付いたします。


